
 

衆議院立候補者及び参議院議員へのアンケート 
政党別の回答のサマリー 

市民グループ＜みんなで決めよう「原発」国民投票＞は、2012年 9月より、連絡先の判明した衆院選立候

補予定者及び参議院議員宛に公開質問状を送付して、回答を募った。この質問状の送付は、衆院選の告示

直前まで続けられた。当会の「原発」国民投票案への賛否に関わらず、回答を寄せていただいた候補者お

よび議員には、感謝の意を表する。 

 

回答の詳細については、都道府県、選挙区別に、当会のホームページに全て公開されている。個々の候補

者・参院議員の回答については、ホームページ（http://kokumintohyo.com/enq）を参照してもらいたい。 

ここでは、政党別の回答のサマリーを紹介する。 

 

質問した項目は、以下の 2点である。1は回答必須、2は任意回答とした。 

 

 

当会が作成した「原発」国民投

票市民案の投票用紙に記入を

求めた 

「原発」国民投票一般の是非で

はなく、当会のルールによる

「原発」国民投票の「速やかな」

実施の賛否を訊いている 



 

送付数は1366件で、そのうち回答があったのは333件。回答率は、日本各地の当会の賛同人が電話やメー

ルで回答を促したことにより徐々に高まり、最終的には約25％となった。上記の表は、回答率の高い政党

から順に並べている。 

 
 
これは、当会のルールによる速やかな国民投票の実施について、賛成の絶対数が多い政党から順に並べた

表である。賛成の絶対数では、共産、未来、みんな、民主の順になった。一方、賛成率でみると、90％を

超えた社民と 80％を超えた未来が際立つ。共産党は、「どちらでもない」など賛否を明確に示さない回答

が多く、賛成率では高くない。自民党は、反対が唯一 50％を超えて 65.5%となった。全体では、129人が

賛成、42人が反対、その他が163人となった。 



 

原発稼働の是非についての「投票」では、共産、未来、社民の全員が「稼働を認めない」、みんなも一人を

除き「稼働を認めない」となった。民主、自民、維新は認める、認めないで回答が分かれた。 

 

 
 
さらに詳細のABCDの「投票」では、未来、みんな、社民という脱原発を標榜する政党内で、即刻廃止か段

階的廃止かで回答が分かれた。また、新規建設も認めるという回答も４件あった。 

 

 

 



＊政党別の解説 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 


